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はじめに

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, ix ページ

• マニュアルに関するフィードバック, ix ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどのGUI要素は、イタリッ
ク体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[Main titles]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱

い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。

各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告

を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、ucs-docfeedback@cisco.comまでご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
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第 1 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Centralリリース 1.5のインストール, 1 ページ

• Cisco UCS Centralリリース 1.5へのアップグレード, 2 ページ

Cisco UCS Centralリリース 1.5 のインストール
Cisco UCS Centralリリース 1.5をインストールするには、次のオプションのどちらかを使用しま
す。

•スタンドアロンモード：スタンドアロンインストールでは、リリース 1.3以前と同じ方法で
仮想マシンに Cisco UCS Centralをインストールできます。

•クラスタモード：クラスタインストールは、管理環境をさらに安定させます。クラスタイ
ンストールを使用して、フェールオーバーおよびハイアベイラビリティを有効にするにプラ

イマリおよびセカンダリノードに Cisco UCS Centralをインストールします。

ハイアベイラビリティのためにクラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールする場
合、2台の仮想マシンに Cisco UCS Centralをインストールします。両方の仮想マシンに必要
な要件は次のとおりです。

◦同じサブネット上にある

◦同じ仮想 IPアドレスを共有すること

◦同じ NFS共有ストレージを共有すること

Cisco UCS Centralで使用する RDMベースの共有ストレージは、Cisco UCS
Centralリリース 1.5ではサポートされなくなりました。

（注）

◦ Cisco UCS Centralの同じリリースバージョンを実行しなければならない

Cisco UCS Central リリース 1.5 インストレーション/アップグレードガイド
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これらの一方がプライマリノードで、他方がスタンバイノードです。プライマリノードが

ダウンした場合、スタンバイノードは最小限の中断で引き継ぎます。クォーラム情報は登録

された Cisco UCSドメインに保存されます。

Cisco UCS Central リリース 1.5 へのアップグレード
Cisco UCS Centralリリース 1.5にアップグレードする際は、スタンドアロンモードまたはクラス
タモードにアップグレードできます。Cisco UCS Central機能は、スタンドアロンモードとクラス
タモードで同じです。

CiscoUCSCentralをアップグレードする前に、登録済みドメインがCiscoUCSManagerのサポー
トされているリリースバージョンにアップグレードされていることを確認します。Cisco UCS
Centralリリース 1.5には、CiscoUCSManagerリリース 2.1(2)以降が必要です。CiscoUCSCentral
をアップグレードする前に Cisco UCS Managerをアップグレードしなければ、すべての登録済
み Cisco UCSドメインはアップグレード後からCisco UCS Centralアップデートの受信が停止さ
れます。

Cisco UCS Centralを 1.5にアップグレードする前に、次のことを実行する必要があります。

重要

• Cisco UCS Managerが 2.1(2)以降であることを確認します。完全な機能サポートを保証す
るために、Cisco UCS Managerを最新バージョンにアップグレードすることを推奨しま
す。

•クラスタモードでアップグレードして RDMベースの共有ストレージを使用するとして
も、Cisco UCS Centralは引き続き機能しますが、NFS共有ストレージに移行することを
推奨します。RDM共有ストレージから NFS共有ストレージへの変更, （37ページ）を
参照してください。

•リリース 1.0、1.1、または 1.2から Cisco UCS Centralをアップグレードする場合は、まず
Cisco UCS Central 1.3にアップグレードしてから、リリース 1.5にアップグレードする必
要があります。Cisco UCS Centralリリース 1.0、1.1、または 1.2をアップグレードするに
は、http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-central-software/
products-installation-guides-list.htmlに用意されている該当するインストレーションガイド
を参照してください。

サポートされるアップグレードオプション、要件、手順については、Cisco UCS Centralのリリー
ス 1.5へのアップグレード, （55ページ）を参照してください。
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第 2 章

Cisco UCS Central 1.5 の概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Central 1.5の機能の概要, 3 ページ

• リリース 1.5での動作変更, 9 ページ

• マルチバージョン管理サポート, 10 ページ

• 機能サポートマトリクス, 12 ページ

Cisco UCS Central 1.5 の機能の概要
CiscoUCSCentralリリース 1.5では、データセンターとリモート管理ロケーションの両方において
高可用性を持ち、単一の管理ポイントから Cisco UCSドメインを管理することができる、使いや
すい統合ソリューションによってデータセンター環境を管理することができます。CiscoUCSCentral
1.5では、効率的にサーバ、ストレージ、およびネットワークポリシーを管理し、データセンター
全体のネットワークトラフィックのレポートを生成できます。

このリリースには、現在のデフォルトユーザインターフェイスである HTML 5ベースのユーザ
インターフェイスのフルサポートが含まれています。従来のフラッシュベースのユーザインター

フェイスは、http://UCSCentral_IP/flex.htmlで入手できます。

フラッシュベースのユーザインターフェイスは、1.5より後のリリースの Cisco UCS Centralで
はサポートされません。

（注）

リリース 1.5(1a)は、HTML5ベースのユーザインターフェイスの次の新しい機能をサポートしま
す。

内容機能

160の LDAPグループマッピングを Cisco UCS
Centralから管理できます。

160の LDAPグループマッピングのサポート

Cisco UCS Central リリース 1.5 インストレーション/アップグレードガイド
3



内容機能

vNICと vHBAの冗長性ペアを作成できます。vNIC/vHBAペアリング

スイッチドポートアナライザ（SPAN）を使用
してネットワークトラフィックをモニタできま

す。

トラフィックモニタリング

UUIDがM3以上のサーバ上のオペレーティン
グシステムと一致するように同期することがで

きます。

UUID同期

管理ホストポートを vCONに接続する vNICま
たは vHBAから選択できます。

PCI用の管理ホストポートの配置

タグを作成して、オブジェクトの編成、インフ

ラストラクチャファームウェアアップデート

の実行、およびハードウェア互換性レポートの

実行ができます。

オブジェクトタギング

ドメイングループ外からインフラストラクチャ

ファームウェアアップデートを実行できます。

タグを使用したインフラストラクチャファーム

ウェアアップデート

Cisco UCSコンポーネントおよび設定の相互運
用性情報を確認できます。

ハードウェア互換性レポート

CiscoUCSManagerの代わりにCiscoUCSCentral
からドメインを直接登録できます。

Cisco UCS Centralからのドメイン登録

Cisco UCS Managerで作成されたサービスプロ
ファイルをCiscoUCSCentralで表示できるよう
になりました。

ローカルサービスプロファイルの表示

エラーメッセージの意味を明確にするために付

加的なテキストが追加されました。

エラーメッセージの改良

次の言語の UIサポートが追加されました。

•スペイン語

•ドイツ語

•イタリア語

•日本語

•韓国語

•中国語（中国大陸）

UIのローカリゼーション
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内容機能

サーバ、シャーシ、FEXおよびその他のオプ
ションのテクニカルサポートファイルを生成

できます。

テクニカルサポートの強化

Cisco UCS Central HTML 5 UI の概要
CiscoUCSCentralHTML5ベースのユーザインターフェイスは、管理のための柔軟性とタスクベー
スの操作性を提供します。

ダッシュボードには、システム内のコンポーネントの概要が表示されます。頻繁に使用するコン

ポーネントを固定表示して、運用要件に合わせてダッシュボードをカスタマイズすることができ

ます。ダッシュボード上のオブジェクトをクリックすると、システム内の関連ページに移動でき

ます。

HTML5 UI の使用

ダッシュボード

ダッシュボードウィジェットを固定表示し、組織の要件に合わせてダッシュボードをカスタマイ

ズできます。管理タスクを実行するときに使用する基本的なダッシュボード構成およびナビゲー

ションアイコンを説明します。

Cisco UCS Central リリース 1.5 インストレーション/アップグレードガイド
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説明項目

表参照アイコン。クリックすると、ドメイン、ファブリックイン

ターコネクト、サーバ、シャーシ、FEX、ハードウェアコンポー
ネント、vLAN、vSAN、サービスプロファイル、テンプレート、
プール、ポリシー、スケジュール、IDユニバース、タグなどのシ
ステム内の物理的および論理的なインベントリ関連エンティティ

が表示されます。これらのエンティティのいずれかをクリックす

ると、関連ページが開いて、詳細が表示されます。

1

組織ナビゲーションアイコン。クリックすると、システム内の組

織ルートとその他のサブ組織が表示されます。ルートまたはサブ

組織をクリックすると、選択した組織の詳細ページを表示できま

す。

2
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説明項目

ドメイングループナビゲーションアイコン。クリックすると、

システム内のドメイングループルートとその他のドメイングルー

プが表示されます。ドメイングループをクリックすると、詳細

ページを表示できます。

3

ダッシュボードウィジェット。このダッシュボード上に任意の

ウィジェットを固定表示できます。ウィジェット上にマウスを移

動すると、ウィジェットのメニューバーで他のオプションが有効

になります。

ウィジェットのメニューバーの [Favorites]ウィジェットを使用す
ると、ポリシーを作成または編集するときに頻繁に使用するコン

ポーネント、タブ、ダイアログを保存できます。[Favorites]ウィ
ジェットをダッシュボードに固定することで、複数の画面を移動

せずによく使用するタスクやビューに直接アクセスできます。

[Favorites]アイコンは、すべてポリシーの [Create]ダイアログボッ
クスと [View]画面で使用できますが、[Edit]ダイアログボックス
では使用できません。

4

検索バー（What are you looking for?）。次を実行できます。

•エンティティタイプを選択して、システム内のエンティティ
を名前で検索します。空の検索文字列はすべてのエンティ

ティを返します。

•必要に応じて場所とステータスで検索結果を絞り込みます。

•検索結果に表示されるエンティティをクリックして、新しい
ページに詳細を表示します。

5
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説明項目

[ProfileConfiguration]アイコン。クリックすると、[User Preferences]
と [Change Password]が起動します。このページでは、[Change
Password]、[RestoreDashboardDefaults]、[Restore Tabs]および [Show
First Launch Experience]を実行できます。

[Restore Tabs]は開いていたタブを保存し、UCS Centralに再度ロ
グインしたときに、それらのタブに直接アクセスできるようにし

ます。[OnStartup]メニューから次のいずれかのオプションを選択
できます。

• [Prompt to restore tabs]

• [Automatically restore tabs]

• [Do not restore tabs]

Cisco UCS Centralにログインすると、[Prompt to restore tabs]オプ
ションがデフォルトで有効になります。[Restore Tabs]ダイアログ
ボックスでは、復元するタブを選択できます。ここで選択したタ

ブは復元されます。[AutoRestore]オプションを選択すると、Cisco
UCSCentralに再度ログインしたときに、選択したタブ自動的に復
元されます。

6

[System Alerts]アイコン。クリックすると、[Pending Activities]、
[System Faults]、[Domain Faults]、[Events]、[Audit Logs]、[Core
Dumps]、[Internal Services]が表示され、そこに移動できます。

7

[SystemTools]アイコン。クリックすると、[FirmwareManagement]、
[Backup & Restore]、[Export & Import]、[Tech Support]、[Image
Library]、[DomainManagement]、[Hardware Compatibility Reports]、
[Unified KVM Launcher]、[Active Sessions]、および [Start Logging
Session]が表示され、そこに移動できます。

8

[System Configuration]アイコン。クリックすると、[System
Profiles]、[System Policies]、[Users]、[Authentication]、[SNMP]、
[Smart Call Home]、および [Licenses]が表示され、そこに移動でき
ます。

9

[Help]アイコン。クリックすると、オンラインヘルプにアクセス
します。

10

ログアウトアイコン。クリックすると、アクティブな Cisco UCS
Centralセッションからログアウトします。

11
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説明項目

アクションバー（What do you want to do?）。ここから、新規作
成、スケジューリング、インストール、エクスポート、およびイ

ンポートができます。

•ドロップダウン矢印をクリックし、使用可能なアクションを
表示します。

•タスクを選択するか、またはアクションバーにタスクを入力
します。

•ダイアログボックスを起動して、タスクを実行します。

12

タブナビゲータ。開いているタブをナビゲートしたり、一度にす

べてのタブを閉じたりできます。

13

ダッシュボードウィジェットライブラリアイコン。クリックす

ると、使用可能なウィジェットが表示されます。ダッシュボード

に固定するウィジェットをクリックします。

14

更新アイコン。クリックすると、固定表示されたすべてのウィ

ジェットまたはテーブルページ内の情報が更新されます。

15

[Widget]メニュー。ダッシュボード上のウィジェット内から、次
の操作を実行できます。

•このウィジェットに表示された情報を更新する。

•ダッシュボードからこのウィジェットの固定表示を解除す
る。

•この操作に関する詳細ページを開く。

16

リリース 1.5 での動作変更

廃止のお知らせ

• Cisco UCS Mシリーズモジュラサーバは廃止されたため、Cisco UCS Centralリリース 1.5で
はサポートされません。

•統計情報管理機能は廃止予定であり、1.5より後のリリースの Cisco UCS Centralではサポー
トされません。

• 2017年 3月 3日以降、Cisco UCS Centralバージョン 1.4以前では更新されたファームウェア
イメージリストを Cisco.comから取得できなくなります。Cisco UCS Centralバージョン 1.4
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以前を実行している場合は、手動で Cisco.comからファームウェアイメージを直接ダウン
ロードして、CiscoUCSCentralにインポートできます。引き続き、使用可能なイメージデー
タをCiscoUCSCentralがCisco.comから取得して、ファームウェアイメージを [ImageLibrary]
に配置するため、Cisco UCS Centralリリース 1.5以降にアップグレードすることをお勧めし
ます。

機能サポート

Cisco UCS Central HA構成で使用する RDMベースの共有ストレージは、Cisco UCS Centralリリー
ス 1.5ではサポートされなくなりました。

従来のフラッシュベースのユーザインターフェイスで使用可能な次の機能は、現時点では、HTML5
ユーザインターフェイスではサポートされていません。

•ポリシーインポート

•しきい値ポリシー

•統計情報

Cisco UCS Centralリリース 1.4(1a)以降のリリースで導入される機能はすべて、HTML5ユーザ
インターフェイスでのみ使用できます。

（注）

設計に基づく動作の変更

•サービスプロファイルを作成する前に、グローバルサービスプロファイルテンプレートを
作成する必要があります。

• vNICおよび vHBA配置はインターフェイス配置と呼ばれるようになりました。

•登録ポリシーはドメイングループ資格ポリシーと呼ばれるようになりました。

• ID範囲資格ポリシーは ID範囲アクセスコントロールポリシーと呼ばれるようになりまし
た。

• ID範囲アクセスコントロールポリシー用として認定された IPアドレスは存在しません。

• Cisco UCS Centralでは、設定のエクスポート（all-config）オプションとバックアップ
（full-state）オプションのみが使用されます。論理設定やシステム設定などの他のバックアッ
プタイプはサポートされません。

マルチバージョン管理サポート
Cisco UCS Centralでは、Cisco UCS Managerの異なるバージョンを使用する複数の Cisco UCSドメ
インを同時に管理することができます。Cisco UCS Centralでは、ドメイン登録時に各 Cisco UCS
ドメインの機能が識別されます。この機能により、複数バージョンの Cisco UCS Managerを Cisco
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UCS Centralとシームレスに統合し、管理とグローバルサービスプロファイルの展開を実現でき
ます。

CiscoUCSCentralを新しいリリースにアップグレードする場合は、使用している機能によっては、
登録された UCSドメインが Cisco UCS Centralと互換性があることを確認するのに Cisco UCS
Managerのリリースバージョンすべてをアップグレードする必要がない場合があります。

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録するときは、Cisco UCS Centralはインベントリ情
報とともにドメインから次の情報を取得します。

• Cisco UCS Managerのリリースバージョン

•ドメインの使用可能なサポート対象機能のリスト

使用可能な機能は、管理機能マトリクスとして Cisco UCS Centralに送信されます。この情報に基
づいて、CiscoUCSCentralは登録済みの各ドメインでサポートされる機能のリストを作成します。
CiscoUCSドメインの機能に基づいて、CiscoUCSCentralは特定のグローバル管理オプションがド
メインで使用可能かどうかを決定します。CiscoUCSManagerインスタンスの旧バージョンを含む
ドメインのグループ上でのグローバルサービスプロファイルの配置などの管理タスクを実行する

ときは、機能マトリクスに基づいて Cisco UCS Centralが次の項目を実行します。

•サポートされるドメインのみへのタスクの提供。

•機能がサポートされていないドメインに対するバージョン非互換性メッセージの表示。

Cisco UCS Manager でサポートされる機能

CiscoUCSCentral CLIを使用してCiscoUCSドメインでサポートされている機能を確認できます。
登録された Cisco UCSドメインの Cisco UCS Managerのバージョンに基づいて、Cisco UCS Central
CLIはサポートされる機能のリストを次の 4つのカテゴリで作成します。

•サーバ機能マスク：グローバルサービスプロファイル、ポリシーマッピングおよびインバ
ンド管理、詳細ブート順を含む

•ネットワーク機能マスク：なし

•ストレージ機能マスク：FCゾーン分割および ISCSI IPv6

•環境機能マスク：電源グループ、リモート操作、UCS登録、再接続への予測影響

管理の除外

マルチバージョンのサポートでは、グローバル管理から一部の機能を除外する機能も提供されま

す。登録された UCSドメインにログインし、Cisco UCS Manager CLIから特定の機能をオフにで
きます。次のグローバル管理機能を無効にできます。

•グローバルサービスプロファイルの展開：サーバプールでグローバルサービスプロファイ
ルを展開し、プール内のサーバの 1つでグローバルサービスプロファイルの展開を無効に
すると、CiscoUCSCentralはグローバルサービスプロファイルの展開からサーバを除外しま
す。
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•インバンド管理：インバンド管理機能を有するサービスプロファイルは、インバンド管理機
能を除外したサーバには展開されません。

•ポリシーマッピング：この Cisco UCSドメインから Cisco UCS Centralへのポリシーまたはポ
リシーコンポーネントのインポートを無効にします。

•リモート管理：Cisco UCS Centralからの Cisco UCSドメイン内の物理デバイスの制御を制限
します。

いつでも Cisco UCSManager CLIを使用してこれらの機能を有効にして、登録された Cisco UCSド
メインのグローバル管理機能をいつでも復元できます。

機能サポートマトリクス
次の表に、Cisco UCS Centralの機能と、それらの機能がサポートされる Cisco UCS Managerのリ
リースバージョンのリストを示します。

一部の機能は、今後の Cisco UCS Managerのリリースとの互換性を確保するために Cisco UCS
Centralで構築されています。

（注）

リリース 1.5 の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.13.02.22.1

3.1(2)以降NoNoNo1.5(1a)Cisco UCS S3260
ストレージサーバ

サポート

3.1(2)以降No2.2(7)以降No1.5(1a)vNIC/vHBAペアリ
ング

3.1(1)以降No2.2(7)以降No1.5(1a)トラフィックモニ

タリング

3.1(2)以降No2.2(7)以降No1.5(1a)UUID同期

3.1(1e)以降NoNoNo1.5(1a)PCI用の管理ホス
トポートの配置
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートされ

る Cisco UCS
Centralのバー
ジョン

Cisco UCS Central
の機能

3.13.02.22.1

3.1(2)以降No2.2(8)以降No1.5(1a)160の LDAPグ
ループマッピング

のサポート

リリース 1.4 の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1)以降NoNo2.2(7)以降No1.4(1a)ポート設定

3.1(1)以降No2.5(1)以降2.2(7)以降No1.4(1a)高度なローカル

ストレージ設定

3.1(1)以降No2.5(1)以降2.2(7)以降No1.4(1a)ブートポリ

シー内の複数の
LUN

3.1(1)以降3.0(1)以降2.5(1)以降2.2(4)以降No1.4(1a)一貫したデバイ

スの命名

3.1(1)以降NoNo2.2(7)以降No1.4(1a)ダイレクトア

タッチドスト

レージ/FCゾー
ン分割

3.1(1)以降NoNo2.2(6)以降No1.4(1a)高度なホスト

ファームウェア

パック

3.1(1)以降NoNo2.2(6)以降No1.4(1a)usNIC接続ポリ
シー

3.1(1)以降NoNo2.2(6)以降No1.4(1a)VMQ接続ポリ
シー

3.1(1)以降NoNo2.2(7)以降No1.4(1a)装置ポリシー
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1)以降NoNoNoNo1.4(1a)次回のリブート

時のメンテナン

スポリシー

リリース 1.3 以前の機能サポート

サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

No1.1(2a)マルチバージョ

ン管理のサポー

トとサポートさ

れる Cisco UCS
Manager機能の
表示

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

Noポリシー/ポリ
シーコンポー

ネントおよびリ

ソースのイン

ポート

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2b)以
降

Noバックアップ

イメージファ

イル用のリモー

トロケーショ

ンの指定

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

Noサードパーティ

証明書

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

NoIPv6インバン
ド管理サポート
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サポートされる Cisco UCS Managerのバージョンサポートさ

れる Cisco
UCS Central
のバージョ

ン

Cisco UCS
Centralの機能

3.13.02.52.22.1

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(3a)以
降

No1.2(1a)再接続への予測

影響

3.1(1a)以降3.0(1c)以降2.5(1a)以降2.2(1b)以
降

No高精度のブート

順制御

3.1(1a)以降3.0(2c)以降2.5(1a)以降2.2(2c)以
降

No1.2(1e)以降スクリプト可能

な vMedia

（注） •ポリシー/ポリシーコンポーネントまたはリソースの検索は、CiscoUCSManagerのリリー
ス 2.1(2x)と 2.1(3x)でサポートされます。ポリシーをインポートするには、Cisco UCS
Managerのリリース 2.2(1b)以降が必要です。

• Precision Boot Order Controlについては、ブレードサーバが CIMCバージョン 2.2(1b)以降
でなければなりません。
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第 3 章

インストールの前提条件

この章は、次の項で構成されています。

• 対応ブラウザ, 17 ページ

• サポートされるオペレーティングシステム, 18 ページ

• 必須のポート, 18 ページ

• システム要件, 21 ページ

• Cisco UCS Centralをインストールするための重要な前提条件, 23 ページ

対応ブラウザ
Cisco UCS Central GUIにアクセスするには、ご使用のコンピュータが次の最小システム要件を満
たしている必要があります。

• Windows

◦ Internet Explorer 11以上

◦ Firefox 45.0.2以降

◦ Chrome 49以降

• Linux RHEL

◦ Firefox 45.0.2以降

◦ Chrome 49以降

• MacOS

◦ Firefox 45.0.2以降

◦ Chrome 49以降
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◦ Safari 9.0.3以降

サポートされるオペレーティングシステム
リリース済みの ISOは以下でサポートされます。

• VMware ESXi 5.0 U3、ESXi 5.1、ESXi 5.5、および ESXi 6.0 U1b

• Microsoft Hyper-V Server 2012 R2、Microsoft Hyper-V Server 2016

• Red Hat Enterprise Linux 6.5および 7.2上の KVMハイパーバイザ

リリースされている OVAは VMware ESXi 5.0 U3、ESXi 5.1、ESXi 5.5、および ESXi 6.0 U1bでサ
ポートされます。

必須のポート
Cisco UCS Managerは FI（FI-Aまたは FI-Bの IPアドレス）の個々の IPアドレスを送信元接続先
として使用して Cisco UCS Centralと通信します。Cisco UCS Centralから Cisco UCS Managerへは
VIPを宛先アドレスとして使用して通信します。

Cisco UCS Central と Cisco UCS ドメイン間の通信

通常、既存のすべての Cisco UCS管理ドメインの IPアドレスは、共通の管理ネットワーク上にあ
ります。それ以外の場合、Cisco UCS Centralからすべての下位管理ドメインへのルーティングア
クセスが確立されれば、Cisco UCS Centralは機能します。このため、ファイアウォール、プロキ
シ、および他のセキュリティシステムで、Cisco UCS Centralと登録されたすべての Cisco UCSド
メインの間の連続的な通信を可能にするため、次のポート上で読み取り/書き込みアクセスを許可
するように設定されている必要があります。

次の表にリストされているポートは、Cisco UCS Central上で開く必要があります。これらのポー
トには、UCSドメインからアクセスします。

使用するバージョンと UIによっては、必要のないポートもあります。たとえば、Cisco UCS
Managerリリース 2.2(2)以降では NFSポートは必要ありません。

（注）

表 1：Cisco UCS Managerリリースバージョン 2.1(x) と 2.2(1) 以前にはポートが必要です。

使用法プロトコルDaemonポート番号

Linux NFSロックTCPおよび UDPLOCKD_TCPPORT32803

Linux NFSマウントTCPおよび UDPMOUNTD_PORT892
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使用法プロトコルDaemonポート番号

Linuxリモートクォータサーバ
ポート（NFS）

TCPおよび UDPRQUOTAD_PORT875

NFSファイルロックサービスで
使用されるLinuxロックリカバリ

TCPおよび UDPSTATD_PORT32805

Linux NFSリスニングポートTCPおよび UDPNFS_PORT

（注）

2049

Linux RCPBINDリスニングポー
ト（NFS）

TCPおよび UDPSUNRPC111

CiscoUCSCentralおよびCiscoUCS
ドメインと UCS Central GUIとの
ファイアウォール経由の通信をイ

ネーブルにします。

TCPおよび UDPHTTPS_PORT443

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

Flash UIと UCS Central VMとの
UCS Central通信

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPおよび UDPPRIVATE_PORT843

表 2：UCS Mini、Cisco UCS Manager 3.0(1)、または 3.0(2) など、Cisco UCS Managerリリースバージョン 2.2(2)
以降に必要なポート。

使用法プロトコルDaemonポート番号

CiscoUCSCentralおよびCiscoUCS
ドメインと UCS Central GUIとの
通信をイネーブルにします。

TCPおよび UDPHTTPS_PORT443
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使用法プロトコルDaemonポート番号

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

Flash UIと UCS Central VMとの
UCS Central通信

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPおよび UDPPRIVATE_PORT843

Cisco UCS Central とクライアントブラウザ間の通信

次のポートがCisco UCSManager上で開いている必要があります。Cisco UCSCentralとクライアン
トブラウザ間での通信をイネーブルにするためには、Cisco UCS Centralから次のポートにアクセ
スします。

使用法プロトコルDaemonポート番号

CiscoUCSCentralとUCSドメイン
との通信をイネーブルにします。

このポートは常に必要です。

TCPHTTPS_PORT443

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

AD サーバ通信

LDAPポート 389は、ADサーバ上で開いている必要があります。このポートは、MS AD LDAP
連携および通信のために Cisco UCS Centralからアクセスします。
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Cisco UCS Centralは、LDAP over SSL/TLSをサポートするために STARTTLSを使用します。
ポート 389が必要な唯一のポートです。

（注）

システム要件

スタンドアロンインストール

スタンドアロンモードで Cisco UCS Centralをインストールする場合は、次のシステム要件を満た
していることを確認します。

サーバタイプ

CiscoUCSManagerに管理されないまたはCiscoUCSドメインに統合されないスタンドアロンラッ
クサーバで実行される VMwareまたは Hyper-V hypervisor上に、Cisco UCS Centralを配置するこ
とを推奨します。サーバは、可能であれば高速のストレージアレイからプロビジョニングされ

る、高速なデータストアである必要があります。

サーバ要件

以下の表に、次のプラットフォームでのCiscoUCSCentralのインストールの最小要件を示します。

• ESX

• Hyper-V

• KVM Hypervisor

EXS、 Hyper-V、および KVM ハイパーバイザの最小要件項目

40 GBディスク 1

40 GBディスク 2

12 GB

大規模用 32 GB

RAM

4コアvCPUコア

75 Mbps以上

125 MBps以上が推奨される速度です。

ディスク読み取り速度

Cisco UCS Central リリース 1.5 インストレーション/アップグレードガイド
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（注） •さらに多くのサーバ（たとえば、500ドメイン/10000サーバ）を管理する場合は、RAM
を 32 GB以上に増やしてください。

• CiscoUCSCentralのパフォーマンスは、vCPU、RAMまたはディスク速度の最小要件を満
たしていないサーバで導入する場合は保証されません。

• VMの設定を変更する前に、電源をオフにしてください。

•クラスタセットアップにNFSを使用する場合、適切なシステムパフォーマンスを確保す
るため、ネットワーク遅延が 0.5 ms未満となるようにします。

サーバのディスク読み込み速度が Cisco UCS Centralの展開中に最低限必要な速度を下回る場合、
インストーラが警告メッセージを表示しますが、展開を完了できます。ただし、ディスク読み込

み速度が動作時に最低限必要な速度を下回る場合、ディスク読み込み速度の遅さに応じて、次の

表に示す障害が Cisco UCS Centralで発生します。

障害レベルサーバのディスク読み込み速度

致命的な障害75 Mbps以下

重大な障害75～ 100 Mbps

マイナーな障害100～ 125 Mbps

該当なし125 Mbps以上

サポートされるデータベースサーバ

次の統計情報収集用データベースサーバがサポートされています。

• Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 64ビット製品以降

• PostgreSQL Server 9.1.8 64ビット以降

• Microsoft SQL Server 2012 (SP1) - 11.0.3000.0 (X64)以降

• Microsoft SQL Server 2008 R2 10.50.1600.1 (X64) SP1以降

統計情報データが外部データベースサーバに保存されている場合、データベースサーバのディス

ク容量要件として次の参照データを考慮してください。

• 20個の Cisco UCSドメインを登録すると、1年間統計データを保存するために必要な最小限
のストレージ容量は 400 GBです。

• 100個のCiscoUCSドメインを登録すると、1年間統計データを保存するために必要な最小限
のストレージ容量は 2 TBです。
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クライアントシステム

クライアントシステムに必要な最小メモリは、4GBです。ただし、40以上登録されたCisco UCS
ドメインがある場合、クライアントシステム上のメモリが少なくとも 8 GBあることを推奨しま
す。

クラスタのインストール

ハイアベイラビリティを有効にし、クラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールする場
合、スタンドアロンインストール用に指定されたすべての要件および次の共有ストレージを満た

す必要があります。

• ESXの最小要件：40 GB

• Hyper-Vの最小要件：40 GB

Windows の NFS 要件

Windows NFSを使用してクラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールする前に、Windows
の変換ファイルを作成していることを確認します。

詳細については、「How to Enable File Name Character Translation」を参照してください。（注）

リモートロケーションでの Cisco UCS ドメインの管理

リモートのブランチオフィスなどのリモートロケーションでのCiscoUCSドメインの管理には、
以下が Cisco UCSドメインと Cisco UCS Central間のネットワーク接続のための最小要件になりま
す。

•帯域幅 - 1.5 Mbps以上

•遅延 - 500ミリ秒（ラウンドトリップ）以下

Cisco UCS Central をインストールするための重要な前提
条件

Cisco UCS Centralをインストールする前に、次の情報が必要です。

• Cisco UCS Centralのスタティック IPv4アドレス

• IPv4ネットマスク

•デフォルトゲートウェイ

• Cisco UCS Central管理者アカウントに割り当てるパスワード。新しいパスワードを作成しま
す。
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•仮想マシン（VM）のホスト名

• DNSサーバを使用する場合の DNSサーバの IPv4アドレス

• DNSドメインを使用する場合の Cisco UCS Centralを追加する DNSドメイン名

•共有秘密。これは、Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録するときに必要なパス
ワードです。

• NFS共有ストレージ。スタンドアロンインストールでは NFS共有ストレージはサポートさ
れませんが、クラスタインストールの場合には必須です。

•統計情報管理機能は廃止予定であり、1.5より後のリリースの Cisco UCS Centralではサポー
トされません。
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第 4 章

Cisco UCS Central のインストール

この章は、次の項で構成されています。

• インストールの概要, 25 ページ

• Cisco.comからの Cisco UCS Centralソフトウェアの入手, 25 ページ

• スタンドアロンモードでの Cisco UCS Centralインストール, 26 ページ

• クラスタモードでの Cisco UCS Centralのインストール, 35 ページ

• データベースサーバ情報, 43 ページ

• スタンドアロンモードでの Cisco UCS Central VMの復元, 44 ページ

• クラスタモードでの Cisco UCS Central VMの復元, 46 ページ

インストールの概要
Cisco UCS Centralでは、スタンドアロンまたはクラスタ構成でインストールするオプションがあ
ります。インストールする前に、Cisco.comからソフトウェアを取得してローカルドライブに保
存する必要があります。

Cisco UCS Centralは、次のいずれかを使用してインストールできます。

• OVAファイル

• ISOイメージ

Cisco.com からの Cisco UCS Central ソフトウェアの入手
はじめる前に

正常にCiscoUCSCentralソフトウェアをダウンロードする準備ができたら、Cisco.comのユーザ名
とパスワードが正しいことを確認します。
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、 Cisco.comを参照します。

ステップ 2 [Support]で [All Downloads]をクリックします。

ステップ 3 中央のペインで、[Unified Computing and Servers]をクリックします。

ステップ 4 入力を求められたら、Cisco.comのユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 右側のペインで、ダウンロードする形式の Cisco UCS Centralソフトウェアのリンクをクリックし
ます。

次の形式で Cisco UCS Centralソフトウェアをダウンロードできます。

• OVAファイル（ucs-central.1.5.1a.ovaのような名前のファイル）

• ISOファイル（ucs-central.1.5.1a.isoのような名前のファイル）

また、管理者パスワードをリセットする ISOイメージもここでダウンロードできます。

ステップ 6 ソフトウェアのダウンロードページで、リリースノートの最新バージョンをダウンロードするリ

ンクをクリックします。

ステップ 7 ダウンロードする Cisco UCS Centralソフトウェアリリースのリンクをクリックします。

ステップ 8 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：Cisco UCS Centralソフトウェアをすぐにダウンロードできます。

• [Add toCart]：後でダウンロードするCiscoUCSCentralソフトウェアをカートに追加します。

ステップ 9 プロンプトに従って、ソフトウェアのダウンロードを実行します。

ステップ 10 Cisco UCS Central VMを配置する前にリリースノートをお読みください。

スタンドアロンモードでの Cisco UCS Centralインストー
ル

Cisco UCS Centralは、スタンドアロンモードで OVAファイルまたは ISOイメージのいずれかで
インストールできます。
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VMware への Cisco UCS Central OVA ファイルのインストール

Cisco UCS Central VMは、初回起動時に 1回限りの初期設定プロセスを実行します。このプロ
セスが完了するまで待ってからログインしてください。

（注）

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダに Cisco UCS Central OVAファイルを保存します。

ステップ 2 VMware Virtual Centerコンソールから、[File] > [Deploy OVF Template]を選択します。

ステップ 3 Cisco UCS Central VMをホストする ESXを選択して OVAファイルを展開します。
手順に従って VMを起動し、プロセスが 100%完了するまで待ってから次の手順に進みます。

ステップ 4 OVAファイルのインポート時に VMの電源をオンにしていない場合は、Cisco UCS Central VMの
電源をオンにします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMのコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 6 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで、setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
この Cisco UCS Central VM用に予約された固定 IPアドレスを入力する必要があります。Cisco
UCS Centralは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）をサポートしていません。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てるネットマスクを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the Default Gateway :」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォ
ルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、noを選択し、Enterキーを押します。
yesを選択すると、クラスタモードでCisco UCSCentralをセットアップします。クラスタモー
ドでの Cisco UCS Centralのセットアップの詳細については、クラスタモードでの Cisco UCS
Centralのインストール, （35ページ）を参照してください。

f) 「Enter the UCS Central VM host name :」プロンプトで、Cisco UCS Central VMに
使用するホスト名を入力し、Enterキーを押します。

g) （任意） 「Enter the DNS Server IPv4 Address :」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用する DNSサーバの IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralで DNSサーバを使用しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押しま
す。
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h) （任意） 「Enter the Default Domain Name :」プロンプトで、Cisco UCS Centralを追
加するドメインを入力し、Enterキーを押します。
ドメインにCiscoUCSCentralを追加しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralは、localdomainというデフォルトドメインを使用します。

i) 「Enforce Strong Password(Yes/No)」プロンプトで、強力なパスワードアラートを設
定する場合は [yes]を選択して Enterキーを押します。

j) 「Enter the admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワー
ドを入力し、Enterキーを押します。

k) 「Confirm admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを
もう一度入力し、Enterキーを押します。

l) 「Enter the Shared Secret :」プロンプトで、1つまたは複数の Cisco UCSドメインを
Cisco UCS Centralに登録するために使用する共有秘密を入力し、Enterキーを押します。

m) 「Confirm Shared Secret :」プロンプトで、もう一度共有秘密を入力し、Enterキーを押
します。

n) 「Do you want Statistics Collection (yes/no)」プロンプトで、yesと入力し、
Enterキーを押します。
今は統計情報収集を有効にしない場合は、noと入力してインストールを続行します。CiscoUCS
CentralCLIを使用して統計情報収集をいつでもイネーブルにできます。yesと入力した場合は、
データベースサーバの情報を指定するように求められます。参照先データベースサーバ情報,
（43ページ）

o) 「Proceed with this configuration.Please confirm[yes/no]」プロンプトで、
yesと入力し、Enterキーを押します。
これらの手順の完了時にエラーが発生したと思われる場合、noと入力し、Enterキーを押しま
す。その後、質問に再度回答するよう求められます。

設定を続けることを確認した後で、ネットワークインターフェイスは設定を再初期化し、Cisco
UCS Centralは IPアドレスでアクセスできるようになります。

VMware への Cisco UCS Central ISO ファイルのインストール

VMwareの場合、OVAファイルからインストールすることを推奨します。ISOファイルからの
インストールには制限があります。詳細については、「https://tools.cisco.com/bugsearch/bug/
CSCuv32055」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 次の設定で VMを作成します。
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推奨値設定

カスタム設定[Configuration]

Cisco UCS Central導入に関する情報がわかる名
前

[Name]

7以降[Virtual machine type]

Linux RHEL 5.0（64ビット）などのサポートさ
れるオペレーティングシステム

[Guest operating system]

4[Number of vCPU]

12GB以上[Memory]

VMネットワークを使用する 1台の仮想アダプ
タ

[Virtual adapter]

LSI Logic Parallel[SCSI controller]

使用可能なディスク領域 40GB以上

また、ステップ 2で 2番目の 40 GB仮想ディス
クを作成する必要があります。

[Virtual disk]

仮想デバイスノードの SCSI[Advanced options]

ステップ 2 [Edit Settings]で、スタンドアロンインストール用に 40 GB以上の使用可能ディスク領域と、リ
モートディスククラスターインストール用にさらに 40 GBの使用可能ディスク領域を持つ新し
い VMハードディスクを追加します。

ステップ 3 [Options]メニューから、次を実行します。
a) ブートオプションを変更するために、[Force BIOS Setup]を確認します。
b) [Power on Boot Delay]を指定します。
c) [Failed Boot Recovery]を確認します。

ステップ 4 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 5 VMを起動し、コンソールに接続します。

ステップ 6 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Install Cisco UCS Central]を選択し
ます。

Cisco UCS Centralインストーラが、VMに必要な RAMとディスク容量（40 GBのディスク 2個）
があることを確認します。VMが要件を満たせば、ディスクをフォーマットしてファイルを転送
し、Cisco UCS Centralをインストールします。
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ステップ 7 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで、setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
この Cisco UCS Central VM用に予約された固定 IPアドレスを入力する必要があります。Cisco
UCS Centralは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）をサポートしていません。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てるネットマスクを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the Default Gateway :」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォ
ルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、noを選択し、Enterキーを押します。
yesを選択すると、クラスタモードでCisco UCSCentralをセットアップします。クラスタモー
ドでの Cisco UCS Centralのセットアップの詳細については、クラスタモードでの Cisco UCS
Centralのインストール, （35ページ）を参照してください。

f) 「Enter the UCS Central VM host name :」プロンプトで、Cisco UCS Central VMに
使用するホスト名を入力し、Enterキーを押します。

g) （任意） 「Enter the DNS Server IPv4 Address :」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用する DNSサーバの IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralで DNSサーバを使用しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押しま
す。

h) （任意） 「Enter the Default Domain Name :」プロンプトで、Cisco UCS Centralを追
加するドメインを入力し、Enterキーを押します。
ドメインにCiscoUCSCentralを追加しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralは、localdomainというデフォルトドメインを使用します。

i) 「Enforce Strong Password(Yes/No)」プロンプトで、強力なパスワードアラートを設
定する場合は [yes]を選択して Enterキーを押します。

j) 「Enter the admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワー
ドを入力し、Enterキーを押します。

k) 「Confirm admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを
もう一度入力し、Enterキーを押します。

l) 「Enter the Shared Secret :」プロンプトで、1つまたは複数の Cisco UCSドメインを
Cisco UCS Centralに登録するために使用する共有秘密を入力し、Enterキーを押します。

m) 「Confirm Shared Secret :」プロンプトで、もう一度共有秘密を入力し、Enterキーを押
します。

n) 「Do you want Statistics Collection (yes/no)」プロンプトで、yesと入力し、
Enterキーを押します。
今は統計情報収集を有効にしない場合は、noと入力してインストールを続行します。CiscoUCS
CentralCLIを使用して統計情報収集をいつでもイネーブルにできます。yesと入力した場合は、
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データベースサーバの情報を指定するように求められます。参照先データベースサーバ情報,
（43ページ）

o) 「Proceed with this configuration.Please confirm[yes/no]」プロンプトで、
yesと入力し、Enterキーを押します。
これらの手順の完了時にエラーが発生したと思われる場合、noと入力し、Enterキーを押しま
す。その後、質問に再度回答するよう求められます。

ステップ 8 仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 9 Cisco UCS Central VMを再起動します。

Microsoft Hyper-V への Cisco UCS Central ISO ファイルのインストール

手順

ステップ 1 次の設定で VMを作成します。

推奨値設定

Cisco UCS Central導入に関する情報がわかる名
前

[Name]

12GB以上[RAM]

デフォルト[Network adapter]

4[Number of vCPU]

使用可能なディスク領域 40GB以上

またステップ 3で、IDEコントローラにおいて
2番目の 40GB仮想ディスクを作成する必要が
あります。

[Virtual disk]

ステップ 2 VMの設定で、次の手順を実行します。
a) デフォルトのネットワークアダプタを削除します。
b) 従来型のネットワークアダプタを作成します。
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c) [Apply]をクリックします。

ステップ 3 最初の仮想ドライブと同じ IDEコントローラで、使用可能なディスク領域が 40 GB以上ある VM
の 2番目の仮想ドライブを作成します。

ステップ 4 [VM settings] > [Management] > [Integration Service]で、[Time synchronization]のチェックを外し
ディセーブルにします。

ステップ 5 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 6 VMを起動し、コンソールに接続します。

ステップ 7 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Install Cisco UCS Central]を選択し
ます。

Cisco UCS Centralインストーラが、VMに必要な RAMとディスク容量（40 GBのディスク 2個）
があることを確認します。VMが要件を満たせば、ディスクをフォーマットしてファイルを転送
し、Cisco UCS Centralをインストールします。

ステップ 8 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで、setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
この Cisco UCS Central VM用に予約された固定 IPアドレスを入力する必要があります。Cisco
UCS Centralは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）をサポートしていません。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てるネットマスクを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the Default Gateway :」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォ
ルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、noを選択し、Enterキーを押します。
yesを選択すると、クラスタモードでCisco UCSCentralをセットアップします。クラスタモー
ドでの Cisco UCS Centralのセットアップの詳細については、クラスタモードでの Cisco UCS
Centralのインストール, （35ページ）を参照してください。

f) 「Enter the UCS Central VM host name :」プロンプトで、Cisco UCS Central VMに
使用するホスト名を入力し、Enterキーを押します。

g) （任意） 「Enter the DNS Server IPv4 Address :」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用する DNSサーバの IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralで DNSサーバを使用しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押しま
す。

h) （任意） 「Enter the Default Domain Name :」プロンプトで、Cisco UCS Centralを追
加するドメインを入力し、Enterキーを押します。
ドメインにCiscoUCSCentralを追加しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralは、localdomainというデフォルトドメインを使用します。
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i) 「Enforce Strong Password(Yes/No)」プロンプトで、強力なパスワードアラートを設
定する場合は [yes]を選択して Enterキーを押します。

j) 「Enter the admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワー
ドを入力し、Enterキーを押します。

k) 「Confirm admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを
もう一度入力し、Enterキーを押します。

l) 「Enter the Shared Secret :」プロンプトで、1つまたは複数の Cisco UCSドメインを
Cisco UCS Centralに登録するために使用する共有秘密を入力し、Enterキーを押します。

m) 「Confirm Shared Secret :」プロンプトで、もう一度共有秘密を入力し、Enterキーを押
します。

n) 「Do you want Statistics Collection (yes/no)」プロンプトで、yesと入力し、
Enterキーを押します。
今は統計情報収集を有効にしない場合は、noと入力してインストールを続行します。CiscoUCS
CentralCLIを使用して統計情報収集をいつでもイネーブルにできます。yesと入力した場合は、
データベースサーバの情報を指定するように求められます。参照先データベースサーバ情報,
（43ページ）

o) 「Proceed with this configuration.Please confirm[yes/no]」プロンプトで、
yesと入力し、Enterキーを押します。
これらの手順の完了時にエラーが発生したと思われる場合、noと入力し、Enterキーを押しま
す。その後、質問に再度回答するよう求められます。

ステップ 9 仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 10 Cisco UCS Central VMを再起動します。

KVM ハイパーバイザへの Cisco UCS Central ISO ファイルのインストー
ル

KVMハイパーバイザにCiscoUCSCentralをインストールする際は、セットアップがグラフィッ
クモードで実行されます。テキストモードでのインストールはサポートされません。

（注）

手順

ステップ 1 次の設定で VMを作成します。

推奨値設定

Cisco UCS Central導入に関する情報がわかる名
前

[Name]
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推奨値設定

12GB以上[RAM]

デフォルト[Network adapter]

4[Number of vCPU]

使用可能なディスク領域 40GB以上

またステップ 3で、IDEコントローラにおいて
2番目の 40GB仮想ディスクを作成する必要が
あります。

[Virtual disk]

ステップ 2 最初の仮想ドライブと同じ IDEコントローラで、使用可能なディスク領域が 40 GB以上ある VM
の 2番目の仮想ドライブを作成します。

ステップ 3 CD/DVDドライブに Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 4 VMを起動し、コンソールに接続します。

ステップ 5 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Install Cisco UCS Central]を選択し
ます。

Cisco UCS Centralインストーラが、VMに必要な RAMとディスク容量（40 GBのディスク 2個）
があることを確認します。VMが要件を満たせば、ディスクをフォーマットしてファイルを転送
し、Cisco UCS Centralをインストールします。

ステップ 6 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで、setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
この Cisco UCS Central VM用に予約された固定 IPアドレスを入力する必要があります。Cisco
UCS Centralは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）をサポートしていません。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てるネットマスクを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the Default Gateway :」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォ
ルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、noを選択し、Enterキーを押します。
yesを選択すると、クラスタモードでCisco UCSCentralをセットアップします。クラスタモー
ドでの Cisco UCS Centralのセットアップの詳細については、クラスタモードでの Cisco UCS
Centralのインストール, （35ページ）を参照してください。

f) 「Enter the UCS Central VM host name :」プロンプトで、Cisco UCS Central VMに
使用するホスト名を入力し、Enterキーを押します。
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g) （任意） 「Enter the DNS Server IPv4 Address :」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用する DNSサーバの IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralで DNSサーバを使用しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押しま
す。

h) （任意） 「Enter the Default Domain Name :」プロンプトで、Cisco UCS Centralを追
加するドメインを入力し、Enterキーを押します。
ドメインにCiscoUCSCentralを追加しない場合は、空白のままにして、Enterキーを押します。
Cisco UCS Centralは、localdomainというデフォルトドメインを使用します。

i) 「Enforce Strong Password(Yes/No)」プロンプトで、強力なパスワードアラートを設
定する場合は [yes]を選択して Enterキーを押します。

j) 「Enter the admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワー
ドを入力し、Enterキーを押します。

k) 「Confirm admin Password :」プロンプトで、adminアカウントで使用するパスワードを
もう一度入力し、Enterキーを押します。

l) 「Enter the Shared Secret :」プロンプトで、1つまたは複数の Cisco UCSドメインを
Cisco UCS Centralに登録するために使用する共有秘密を入力し、Enterキーを押します。

m) 「Confirm Shared Secret :」プロンプトで、もう一度共有秘密を入力し、Enterキーを押
します。

n) 「Do you want Statistics Collection (yes/no)」プロンプトで、yesと入力し、
Enterキーを押します。
今は統計情報収集を有効にしない場合は、noと入力してインストールを続行します。CiscoUCS
CentralCLIを使用して統計情報収集をいつでもイネーブルにできます。yesと入力した場合は、
データベースサーバの情報を指定するように求められます。参照先データベースサーバ情報,
（43ページ）

o) 「Proceed with this configuration.Please confirm[yes/no]」プロンプトで、
yesと入力し、Enterキーを押します。
これらの手順の完了時にエラーが発生したと思われる場合、noと入力し、Enterキーを押しま
す。その後、質問に再度回答するよう求められます。

ステップ 7 仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウントします。

ステップ 8 Cisco UCS Central VMを再起動します。

クラスタモードでの Cisco UCS Centralのインストール
可用性の高い構成で、Cisco UCS Centralを 2台の仮想マシンにインストールできます。クラスタ
モードでは、一方の VMがプライマリノードとして、他方がセカンダリノードとして機能しま
す。このクラスタ設定では、VMで障害が発生した場合に冗長性およびハイアベイラビリティを
提供します。
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クラスタ設定により、VMはデータベースおよびイメージリポジトリとしてNFS共有ストレージ
ディスクを使用します。その結果、共有ストレージにファームウェアイメージをダウンロードし

ます。レポートに使用される統計情報も、共有ストレージに収集および保存されます。

クラスタ設定でCiscoUCSCentralをインストールするときは、次のガイドラインに注意してく
ださい。

重要

•クラスタ内の 2つの VMは、同じサーバ上には存在しません。両方の VMが同じサーバ
上にある場合は、1つのホストの障害によってクラスタがダウンします。

•ホストは両方とも、同じバージョンの ESX、HyperV、または KVMがインストールされ
ている必要があります。

•両方のホストが、同じNFS共有ストレージサーバにアクセスできなければなりません。

• VMは、両方とも同じサブネット上にある必要があります。

•両方の VMに Cisco UCS Centralの同じリリースバージョンをインストールする必要があ
ります。

•最初のノードを完全にインストールし、それから 2番目のノードをインストールする必
要があります。同時にインストールすると、パーティションテーブルが破損または上書

きされ、共有ストレージの導入済みデータがすべて失われる可能性があります。

• Cisco UCS Centralリリース 1.5以降では、NFS共有ストレージのみがサポートされます。

•大規模な環境では、スナップショットがパフォーマンスに影響する可能性があります。
スナップショットの適用後に何らかの劣化に気付いた場合、スナップショットを削除す

ることで、パフォーマンスを改善できる可能性があります。

共有ストレージの NFS サーバのセットアップ
NFSサーバには、CiscoUCSCentralのさまざまなアプリケーションによって使用されるデータベー
スとイメージが保存されます。NFSサーバの初期設定に、しばらく時間がかかる場合があります。
タイムアウトメッセージが終了するまで待機してください。

NFSサーバは、できるだけCiscoUCSCentral VMの近くに配置する必要があります。NFSサー
バを Cisco UCS Centralと同じサブネット上に配置することを推奨します。

重要

はじめる前に

•ディレクトリを作成するNFSサーバに 40GB以上の使用可能領域があることを確認します。

• NFSサーバの IPアドレスを取得します。
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•最適なシステムパフォーマンスを確保するために、ネットワーク遅延が0.5ms未満であるこ
とを確認します。

手順

ステップ 1 40 GB以上があるパーティションまたはボリュームを作成します。

ステップ 2 NFSディレクトリをエクスポートします。
エディタを使用してファイル /etc/exportsを開き、NFSディレクトリをエクスポートします。

例：

/nfs *(rw,sync,no_root_squash)。ここで、/nfsはエクスポートする必要のあるディレクトリで
す。オプションrwとno_root_squashを指定して、ディレクトリをエクスポートする必要がありま

す。

ステップ 3 NFSサービスを再起動します。

例：
/sbin/service nfs restart

ステップ 4 Cisco UCS Central VMからの NFSサーバディレクトリのマウントを妨げる可能性のあるファイア
ウォールルールが NFSサーバ上にあれば、それを削除します。

NFS サーバまたはディレクトリの変更
次のコマンドを使用して、既存の NFSサーバまたは NFS共有ストレージディレクトリを編集お
よび変更できます。

•既存のNFSサーバを新しいサーバに変更する：edit-nfsIP Addreess for the newNFS server NFS
shared directory name

•同じサーバの共有ディレクトリを変更する：edit-nfsNFS IP Address New NFS shared directory
name

RDM 共有ストレージから NFS 共有ストレージへの変更
Cisco UCS Central CLIを使用して RDMから NFSに共有ストレージを変更できます。必ずプライ
マリノードの NFSサーバに変更してください。セカンダリノードを別個に変更する必要はあり
ません。

手順

ステップ 1 UCSC # connect local-mgmt
ローカル管理に接続します。
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ステップ 2 UCSC (local-mgmt) # swtich-to-nfsNFS IP Address Shared Storage Directory
NFSの IPアドレスを使用して NFSディレクトリに切替え、ディレクトリを変更します。

次の作業

このメッセージの後、システムにログインし、showstorage-deviceと入力してストレージデバイス
が変更されていることを確認します。

ノード A への Cisco UCS Central のインストール

はじめる前に

Cisco UCS Central VMでは、初回起動時に 1回限りのインストールプロセスを実行します。ロ
グインする前にインストールを完了してください。

（注）

次の情報について確認してください。

•ホスト名、IPアドレス、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバと DNSドメイン名といった
ネットワークデータ

•新しいクラスタをセットアップするかどうか

•管理者のユーザ名とパスワード

•クラスタノード間および Cisco UCS Managerとの通信のための共有秘密

•ピア Cisco UCS Centralノードの IPアドレス

•仮想 IPアドレス

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダにCisco UCS Central OVAまたは ISOファイルを保存
します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要に応じて、サポートされるハイパーバイザに Cisco UCS Central OVAファイ
ルを開くまたはインポートします。

VMの起動が完了するまで次の手順に進まないでください。

ステップ 3 Cisco UCS Central VMの電源をオンにします。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。
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a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address」プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用するデフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the VM IPv4 Default Gateway」プロンプトで、Cisco UCS Centralが使用する
デフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、yesと入力して Enterキーを押します。

f) 「Is this VM part of a new cluster(select 'no' to add to an existing
cluster) (yes/no)」プロンプトで、yesと入力して Enterキーを押します。

g) 「Enter the UCS Central VM Hostname」プロンプトで、Cisco UCS Centralに割り当て
られたホスト名を入力し、Enterキーを押します。

h) 「Enter the DNS Server IPv4 Address」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用され
る DNSサーバの IPv4アドレスを入力し、Enterキーを押します。

i) 「Enter the Default Domain Name」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデ
フォルトドメイン名を入力し、Enterキーを押します。

j) 「Enter the NFS IPv4 Address」プロンプトで、NFS IPv4アドレスを入力し、Enterキー
を押します。

k) 「Enter the NFS Directory」プロンプトで、NFSディレクトリを入力し、Enterを押し
ます。

l) 「Enforce Strong Password (yes/no)」プロンプトで、noと入力し、Enterキーを押し
ます。

m) 「Enter the admin Password」プロンプトで、管理者パスワードを入力し、Enterキーを
押します。

n) 「Confirm the admin Password」プロンプトで、もう一度 adminパスワードを入力し、
Enterキーを押します。

o) 「Enter the Shared Secret」プロンプトで、共有秘密を入力し、Enterキーを押します。
p) 「Confirm Shared Secret」プロンプトで、もう一度共有秘密を入力し、Enterキーを押し
ます。

q) 「Enter the Peer UCS Central Node IPv4 Address」プロンプトで、ピアUCS central
ノードの IPv4アドレスを入力し、Enterキーを押します。

r) 「Enter the Virtual IPv4 Address」プロンプトで、Cisco UCS Centralに使用される仮
想 IPv4アドレスを入力し、Enterキーを押します。

s) 「Do you want Statistics Collection (yes/no)」プロンプトで、yesと入力し、
Enterキーを押します。
今は統計情報収集を有効にしない場合は、noと入力してインストールを続行します。CiscoUCS
CentralCLIを使用して統計情報収集をいつでもイネーブルにできます。yesと入力した場合は、
データベースサーバの情報を指定するように求められます。参照先データベースサーバ情報,
（43ページ）
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t) 「Proceed with this configuration? Please confirm (yes/no)」プロンプトで、
yesと入力して Enterキーを押して、システムのインストールを開始します。

ノード B への Cisco UCS Central のインストール

はじめる前に

次の情報について確認してください。

• UCS Central IPv4アドレス、IPv4ネットマスクおよび IPv4デフォルトゲートウェイ

• IPアドレス、ピアノードの管理者ユーザ名およびパスワード

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダにCisco UCS Central OVAまたは ISOファイルを保存
します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要に応じて、サポートされるハイパーバイザに Cisco UCS Central OVAファイ
ルを開くまたはインポートします。

VMの起動が完了するまで次の手順に進まないでください。

ステップ 3 Cisco UCS Central VMの電源をオンにします。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで setupと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address」プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用するデフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the VM IPv4 Default Gateway」プロンプトで、Cisco UCS Centralが使用する
デフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Is this VM part of a cluster(select 'no' for standalone) (yes/no)」プ
ロンプトで、yesと入力して Enterキーを押します。

f) 「Is this VM part of a new cluster(select 'no' to add to a new cluster)
(yes/no)」プロンプトで、noを入力し、Enterキーを押します。

g) 「Enter the Peer UCS Central Node IPv4 Address」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

h) 「Enter the admin Username on Peer Node」プロンプトで、ピアノードの adminユー
ザ名を入力し、Enterキーを押します。
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i) 「Enter the admin Password on Peer Node」プロンプトで、ピアノードの adminパ
スワードを入力し、Enterキーを押します。

j) 「Proceed with this configuration? Please confirm (yes/no)」プロンプトで、
yesと入力して Enterキーを押して、システムの再起動を開始します。

Hyper-V の RDM 共有ストレージの追加とセットアップ

共有ストレージへのパスは 1つしか持てません。マルチパスはサポートされません。

Cisco UCS Central VMに共有ストレージを追加するときにパスが複数ある場合、その他すべて
のパスを無効にする必要があります。その他のパスを無効にするには、

重要

1 [Edit VM Settings]をクリックし、共有ストレージを選択し、[Manage Paths]をクリックしま
す。

2 その他のすべてのパスを右クリックし、[Disable]をクリックします。

手順

ステップ 1 ストレージアレイで 40 GB以上の LUNを作成し、ノード Aをインストールした Hyper-Vホスト
に割り当てます。

ディスクはオフラインモードである必要があります。

ステップ 2 新しい SCSIコントローラを使用する「物理ハードディスク」として VMにディスクを追加しま
す。

ステップ 3 Powershellコマンドウィンドウで、Set-ExecutionPolicy unrestrictedコマンドを実行します。

ステップ 4 SCSI-3 PGRを機能させるには、SCSIフィルタリングをディセーブル化する必要があります。こ
のディスクのSCSIフィルタリングをディセーブル化するには、パラメータとして仮想マシンの名
前を使用して、両方の Hyper-Vマシンで次のスクリプトを保存および実行します。
ナレーション：

$HyperVGuest = $args[0]
$VMManagementService = gwmi Msvm_VirtualSystemManagementService -namespace
"root\virtualization"
foreach ($Vm in gwmi Msvm_ComputerSystem -namespace "root\virtualization" -Filter
"elementName='$HyperVGuest'")
{
$SettingData = gwmi -Namespace "root\virtualization" -Query "Associators of {$Vm} Where
ResultClass=Msvm_VirtualSystemGlobalSettingData AssocClass=Msvm_ElementSettingData"
$SettingData.AllowFullSCSICommandSet = $true
$VMManagementService.ModifyVirtualSystem($Vm,$SettingData.PSBase.GetText(1)) | out-null
}
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例：

Hyper-Vホストにスクリプトを格納し（たとえば c:\などに）、ノード Aの名前が UCSC-Node-1

でファイル名が DisableSCSIFiltering.ps1の場合は、[Powershell]ウィンドウを開き、スクリプト
C:\> .\DisableSCSIFiltering.ps1 UCSC-Node-1を実行します。

正しい VM名の両方の Hyper-Vマシン上でこのスクリプトを実行する必要がありま
す。

重要

Hyper-Vに共有ストレージが追加されました。共有ストレージを設定するには、次を実行します。

ステップ 5 ノード Aに追加した LUNを、ノード Bをインストールした Hyper-Vホストにマップします。
これで、両方の Hyper-Vホストが同じ LUNを表示できるようになります。

ステップ 6 ノード Bにこの LUNを追加します。

クラスタセットアップでは、RDMリンクがプライマリノード上でダウンすると、DMEがデー
タベースに書き込めなくなります。これにより、プライマリノード上のクラッシュと下位ノー

ドへのフェールオーバーが発生します。下位ノードがプライマリノードとして処理を引き継

ぎます。その後で、データベースが新しいプライマリノード上で読み書きモードでマウント

されます。RDMリンクがダウンしているため、古いプライマリノードでアンマウントが失敗
します。RDMリンクが機能するようになると、データベースは古いプライマリ（現在の下位）
ノード上で読み取り専用モードでマウントされます。

回避策として、現在の下位ノードでpmonサービスを再起動するか、ノード自体を再起動する
ことができます。これらのプロセスのどちらでも、読み取り専用パーティションがアンマウン

トされ、適切なクリーンアップが実行されます。

（注）

VMware での RDM 共有ストレージの追加およびセットアップ

共有ストレージへのパスは 1つしか持てません。マルチパスはサポートされません。

Cisco UCS Central VMに共有ストレージを追加するときにパスが複数ある場合、その他すべて
のパスを無効にする必要があります。その他のパスを無効にするには、

重要

1 [Edit VM Settings]をクリックし、共有ストレージを選択し、[Manage Paths]をクリックしま
す。

2 その他のすべてのパスを右クリックし、[Disable]をクリックします。
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手順

ステップ 1 ストレージアレイで 40 GB以上の LUNを作成し、ノード Aをインストールした ESXiホストに
割り当てます。

ステップ 2 物理互換モードでRawDeviceMappingとしてVMにストレージアレイを追加します。すべてのデ
フォルトのオプションを選択してください。

ステップ 3 Raw Device Mappingのハードディスクのパス選択ポリシーを固定（VMware）に変更します。
これで VMwareに共有ストレージが追加されました。共有ストレージを設定するには、次のこと
を実行します。

ステップ 4 ノード Aに追加した LUNを、ノード Bをインストールした ESXiホストにマップします。
これで、両方の ESXiホストが同じ LUNを表示できるようになります。

ステップ 5 この ESXiホストに、それぞれ別の VSphereクライアントセッションを開きます。
vCenter Serverを使用してVMを追加しないでください。追加した場合、LUNマッピングの競合を
拒否します。

ステップ 6 物理互換モードで Raw Device Mappingとして VMに追加します。すべてのデフォルトのオプショ
ンを選択してください。

ステップ 7 Raw Device Mappingのパス選択ポリシーを Fixed VMwareに変更します。

クラスタセットアップでは、RDMリンクがプライマリノード上でダウンすると、DMEがデー
タベースに書き込めなくなります。これにより、プライマリノード上のクラッシュと下位ノー

ドへのフェールオーバーが発生します。下位ノードがプライマリノードとして処理を引き継

ぎます。その後で、データベースが新しいプライマリノード上で読み書きモードでマウント

されます。RDMリンクがダウンしているため、古いプライマリノードでアンマウントが失敗
します。RDMリンクが機能するようになると、データベースは古いプライマリ（現在の下位）
ノード上で読み取り専用モードでマウントされます。

回避策として、現在の下位ノードでpmonサービスを再起動するか、ノード自体を再起動する
ことができます。これらのプロセスのどちらでも、読み取り専用パーティションがアンマウン

トされ、適切なクリーンアップが実行されます。

（注）

データベースサーバ情報
インストール中に、統計情報収集を有効にするかどうかの質問で [Yes]と回答した場合、Cisco
UCS Centralのインストール中にデータベースの詳細を指定する必要があります。

• D：Default（内部 Postgresデータベース）。Cisco UCS Centralに 5つ以上 Cisco UCSドメイン
がある場合、内部データベースは推奨されません。

• P：Postgre
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• O：Oracle

• M：Microsoft SQL Server

外部データベースオプションのいずれかに PまたはOを選択した場合、次のデータベース情報が
あることを確認してください。

•タイプ：Oracle、PostgreSQL、およびMSSQLは、サポートされているオプションです。

•サーバ名または IPアドレス：Cisco UCS Centralからアクセス可能である必要があります。

•ポート：データベースサーバにアクセスするためのカスタムDBのポートを設定できます。
このポートを介してCiscoUCSCentralのデータベースサーバへのアクセスをイネーブルにす
るために、ファイアウォール設定でこのポートをイネーブルにする必要があります。

◦ Oracleのデフォルトポート：1521

◦ PostgreSQLのデフォルトポート：5432

◦ MSSQLのデフォルトポート：1433

ポート情報については、データベース管理者に確認してください。

•名前：統計データを格納するデータベースの名前。

•ユーザ名：データベースの作成、削除、読み取りおよび書き込み管理者特権を持つユーザ。

•パスワード：統計情報収集が DBパスワードの期限切れによって中断されないために、パス
ワードの有効期限をなしまたは 1年に設定することを推奨します。

スタンドアロンモードでの Cisco UCS Central VM の復元
CiscoUCSCentralリリース 1.0から完全な状態のバックアップを復元する場合は、CiscoUCSCentral
リリース 1.1の OVAファイルを使用できません。

この手順では、OVAファイルを使用して復元するプロセスについて説明します。（注）

はじめる前に

Cisco UCS Central VMの設定を復元するには、使用する Cisco UCS Centralシステムから拡張子 .tgz
のバックアップファイルを取得する必要があります。Cisco UCS Centralシステムのバックアップ
方法については、『Cisco UCS Centralのユーザマニュアル』および『CLIリファレンスマニュア
ル』の「バックアップと復元の管理」を参照してください。
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手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダに Cisco UCS Central OVAファイルを保存します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要に応じて、サポートされるハイパーバイザに Cisco UCS Central OVAファイ
ルを開くまたはインポートします。

VMの起動が完了するまで次の手順に進まないでください。

ステップ 3 まだ OVAファイルのインポート作業を実行していない場合、Cisco UCS Central VMの電源をオン
にします。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで、restoreと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask :」プロンプトで、CiscoUCSCentral
に割り当てるネットマスクを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the Default Gateway :」プロンプトで、Cisco UCS Centralで使用されるデフォ
ルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

e) 「Enter the File copy protocol[tftp/scp/ftp/sftp] :」プロンプトで、Cisco
UCS Central VMへバックアップファイルをコピーするために使用するサポート対象プロトコ
ルを入力し、Enterキーを押します。

f) 「Enter the Backup server IPv4 Address :」プロンプトで、バックアップファイル
を保存するサーバに割り当てられる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

g) 「Enter the Backup file path and name :」プロンプトで、サーバ上のバックアップ
ファイルの完全なファイルパスと名前を入力し、Enterキーを押します。

h) 「Enter the Username to be used for backup file transfer :」プロンプトで、
システムがリモートサーバにログインするために使用するユーザ名を入力し、Enterキーを押
します。

i) （任意） 「Enter the Password to be used for backup file transfer :」プロ
ンプトで、リモートサーバのユーザ名に使用するパスワードを入力し、Enterキーを押します。

j) 「Proceed with this configuration.Please confirm[yes/no]」プロンプトで、
yesと入力し、Enterキーを押します。
これらの手順の完了時にエラーが発生したと思われる場合、noと入力し、Enterキーを押しま
す。その後、質問に再度回答するよう求められます。

設定を続けることを確認した後で、ネットワークインターフェイスは設定を再初期化し、Cisco
UCS Centralは IPアドレスでアクセスできるようになります。
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次の作業

CiscoUCSCentralが復元された後、CiscoUCSCentralにログインし、イメージライブラリにファー
ムウェアイメージをダウンロードします。いずれかのファームウェアイメージがサービスプロ

ファイルで参照されている場合は、中断状態から Cisco UCSドメインを再認識する前に、イメー
ジがダウンロードされ、イメージライブラリで使用できることを確認しておく必要があります。

クラスタモードでの Cisco UCS Central VM の復元
デフォルトでは、復元された VMはノード Aに設定されます。これが新しいクラスタの場合、
ノード Bをインストールしてクラスタモードに追加する必要があります。

完全な復元を開始する前に、別の NFS共有ディレクトリを使用するか、または以前使用した
NFS共有ディレクトリを完全にクリーンアップすることを推奨します。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Central VMの設定を復元するには、使用する Cisco UCS Centralシステムから拡張子 .tgz
のバックアップファイルを取得する必要があります。Cisco UCS Centralシステムのバックアップ
方法については、『Cisco UCS Central User Manual』および『CLI Reference Manual』の「Managing
Back Up and Restore」を参照してください。

手順

ステップ 1 ハイパーバイザからアクセス可能なフォルダにCisco UCS Central OVAまたは ISOファイルを保存
します。

ステップ 2 ハイパーバイザの必要に応じて、サポートされるハイパーバイザに Cisco UCS Central OVAファイ
ルを開くまたはインポートします。

VMの起動が完了するまで次の手順に進まないでください。

ステップ 3 Cisco UCS Central VMの電源をオンにします。

ステップ 4 Cisco UCS Central VMにコンソールウィンドウを開きます。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMがインストールプロセスの最初の部分を完了したら、VMコンソールウィ
ンドウで次の質問に答えてください。

a) 「Setup new configuration or restore full-state configuration from
backup [setup/restore]」プロンプトで restoreと入力し、Enterキーを押します。

b) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Address」プロンプトで、Cisco UCS Central
に割り当てる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

c) 「Enter the UCS Central VM eth0 IPv4 Netmask」プロンプトで、Cisco UCS Central
が使用するデフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。

d) 「Enter the VM IPv4 Default Gateway」プロンプトで、Cisco UCS Centralが使用する
デフォルトゲートウェイを入力し、Enterキーを押します。
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e) 「Enter File copy protocol]tftp/scp/ftp/sftp]:」プロンプトで、CiscoUCSCentral
VMへバックアップファイルをコピーするために使用するサポート対象プロトコルを入力し、
Enterキーを押します。

f) 「Enter the Backup server IPv4 Address :」プロンプトで、バックアップファイル
を保存するサーバに割り当てられる IPアドレスを入力し、Enterキーを押します。

g) 「Enter the Backup file path and name :」プロンプトで、サーバ上のバックアップ
ファイルの完全なファイルパスと名前を入力し、Enterキーを押します。

h) 「Enter the Username to be used for backup file transfer :」プロンプトで、
システムがリモートサーバにログインするために使用するユーザ名を入力し、Enterキーを押
します。

i) （任意） 「Enter the Password to be used for backup file transfer :」プロ
ンプトで、リモートサーバのユーザ名に使用するパスワードを入力し、Enterキーを押します。

j) 「Proceed with this configuration? Please confirm (yes/no)」プロンプトで、
yesと入力して Enterキーを押して、システムのインストールを開始します。

次の作業

クラスタのノード Bを設定します。ノード Bへの Cisco UCS Centralのインストール, （40ペー
ジ）を参照してください。
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第 5 章

ログインおよび設定

この章は、次の項で構成されています。

• ログインおよび設定の概要, 49 ページ

• adminパスワードのリセット, 51 ページ

• パスワードと共有秘密のガイドライン, 52 ページ

• 共有秘密のリセット, 52 ページ

ログインおよび設定の概要
Cisco UCS Central GUIおよび Cisco UCS Central CLIの両方を使用して、Cisco UCS Centralにログ
インできます。両方のインターフェイスを使用すると、いくつかの例外を除いて、ほとんどすべ

ての Cisco UCS Central操作が実行できます。

Cisco UCS Central GUIにアクセスするには、HTTPおよび HTTPSの両方のプロトコルを使用でき
ます。

一部の機能へのアクセスには、必要な権限を持っている必要があります。詳細については、『Cisco
UCS Centralコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

Cisco UCS Central GUI へのログインとログアウト
Cisco UCS Central GUIへログインするためのデフォルトのHTTPポートおよびHTTPSWebリンク
は次のとおりです。

• HTTP：HTML5 Cisco UCS Central GUIのデフォルト HTTP Webリンクは
http://UCSCentral_IPです。Flashベースの GUIを使用する場合、パスは
http://UCSCentral_IP/flex.htmlです。

Cisco UCS Central リリース 1.5 インストレーション/アップグレードガイド
49

http://www.cisco.com/en/US/products/ps12502/products_installation_and_configuration_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/ps12502/products_installation_and_configuration_guides_list.html


• HTTPS：HTML5 Cisco UCS Central GUIのデフォルト HTTPS Webリンクは
https://UCSCentral_IPです。Flashベースの GUIを使用する場合、パスは
https://UCSCentral_IP/flex.htmlです。

UCSCentral_IPは、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスを表します。クラスタ
設定の場合、この IPアドレスは仮想 IPアドレスで、特定のノードに対して 1つではありませ
ん。

（注）

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco UCS Central GUI Webリンクを入力するか、ブラウザでブックマークを選
択します。

ステップ 2 起動ページで、次の作業を行います。

a) ユーザ名およびパスワードを入力します。
b) [Log In]をクリックします。

次の作業

ログアウト

Cisco UCS Central GUIでタスクを完了した後に、右上隅にあるログアウトアイコンをクリックし
ます。Cisco UCS Central GUIはただちにログアウトし、ブラウザの起動ページに戻ります。

Cisco UCS Central CLI へのログインとログアウト
Cisco UCS Central CLIへのアクセスに SSHまたは Telnetクライアントを使用します。

Cisco UCS Central CLIへログインするためのデフォルトアドレスは UCSCentral_IPです。

UCSCentral_IPは、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスを表します。クラスタ設定
の場合、この IPアドレスは仮想 IPアドレスで、特定のノードに対して 1つではありません。

（注）

手順

ステップ 1 SSHクライアントから、Cisco UCS Centralに割り当てられた IPアドレスに接続します。

ステップ 2 log in as:プロンプトで Cisco UCS Centralのユーザ名を入力し、Enterキーを押します。

ステップ 3 Password:プロンプトで Cisco UCS Centralのパスワードを入力し、Enterキーを押します。
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次の作業

ログアウト

Cisco UCS Central CLIでタスクを完了した後に、exitと入力し、Enterキーを押します。ウィンド
ウを閉じるまで、exitと入力して Enterを押します。

Cisco UCS Central CLIを終了すると、すべてのコミットされていないトランザクションのバッ
ファがクリアされます。

（注）

admin パスワードのリセット
最初に Cisco UCS Centralソフトウェアのインストール時に、お使いのアカウント用に作成した管
理者パスワードを紛失した場合は、管理者固有の作業を実行する前に、パスワードをリセットし

ます。Cisco.comからソフトウェアを入手するときに、パスワードリセットイメージを取得して
いることを確認します。そうでない場合でも、パスワードリセットイメージをいつでも取得でき

ます。パスワードリセットイメージ名の例：ucs-central-passreset.1.5.1a.iso

クラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールした場合、両方の VMを再起動し、それ
ぞれの VMに個別に ISOをマウントし、両方の VMに同じパスワードをリセットします。

（注）

手順

ステップ 1 必要に応じて VMを再起動し、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 2 Password Reset ISOイメージを仮想 CD/DVDドライブにマウントします。

ステップ 3 [UCS Central Admin Password Reset]ページで、次の手順を実行します
a) [Admin Password]フィールドに、新しい adminパスワードを入力します。
b) [Confirm Admin Password]フィールドに、もう一度新しい adminパスワードを入力します。
c) [Next]をクリックします。

ステップ 4 パスワード変更が完了した後、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアン
マウントします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMを再起動します。
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パスワードと共有秘密のガイドライン
シスコでは、各 Cisco UCS Centralユーザに強力なパスワードを設定することを推奨します。パス
ワードは Cisco UCS Centralでローカルで認証されたユーザアカウントをそれぞれ作成する場合に
必要です。admin、aaa、または domain-group-management権限をもつユーザは、ユーザパスワード
についてパスワード強度のチェックを実行するために Cisco UCS Centralを設定できます。作成す
るパスワードは、一義的である必要があります。

パスワード強度チェックをイネーブルにすると、各ユーザが強力なパスワードを使用する必要が

あります。Cisco UCS Centralでは、次の要件を満たさないパスワードまたは共有秘密は拒否され
ます。

• 8～ 80文字を含む。

•次の少なくとも 3種類を含む。

◦大文字

◦小文字

◦数字

◦特殊文字

• 3回以上連続して繰り返される文字を含めることはできません。例：aaabbb111@@@

•ユーザ名またはユーザ名を逆にしたものではない。

•パスワードディクショナリチェックに合格する。たとえば、パスワードには辞書に記載さ
れている標準的な単語に基づいたものを指定することはできません。

•次の記号を含まない。$（ドル記号）、?（疑問符）、=（等号）。

•ローカルユーザおよび管理ユーザの場合は空白にしない。

•強力なパスワードを作成する場合は、パスワードにいかなる順序でも 3文字の連続した文字
または数字を含めることはできません。

共有秘密のリセット

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始しま

す。

UCSC # connect local-mgmtステップ 1   

新しい共有秘密を設定します。UCSC (local-mgmt) # set shared-secretステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

プロンプトに、新しい共有秘密を入力し

ます。

ステップ 3   

次の例は、Cisco UCS Centralの共有秘密をリセットする方法を示しています。
UCSC # connect local-mgmt
UCSC(local-mgmt) # set shared-secret
Enter Shared Secret: passW0rd2

次の作業

Cisco UCS Centralで共有秘密をリセットする場合は、登録済みの各 Cisco UCSドメインの Cisco
UCS Managerで共有秘密を更新する必要があります。

Cisco UCSドメインを登録しないでください。重要

Cisco UCS Manager での共有秘密のリセット
Cisco UCS Centralで共有秘密をリセットする場合は、登録済みの各 Cisco UCSドメインの Cisco
UCS Managerで共有秘密を更新する必要があります。

Cisco UCSドメインを登録しないでください。重要

手順

目的コマンドまたはアクション

登録されたドメインの Cisco UCS
Manager CLIにログインします。

ステップ 1   

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 2   

control-epポリシーモードを開始しま
す。

UCS-A /system # scope control-ep policyステップ 3   

Cisco UCS Centralの新しい共有秘密と
一致する共有秘密（またはパスワー

ド）を入力します。

UCS-A /system/control-ep # set
shared-secret

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /system/control-ep #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、Cisco UCS Managerの共有秘密を更新する方法を示しています。
UCS-A # scope system
UCS-A /system # scope control-ep policy
UCS-A /system/control-ep # set shared-secret
Shared Secret for Registration: passW0rd2
UCS-A /system/control-ep* # commit-buffer
UCS-A /system/control-ep #
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第 6 章

Cisco UCS Central のアップグレード

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Centralのリリース 1.5へのアップグレード, 55 ページ

• スタンドアロンモードでの Cisco UCS Centralのアップグレード, 60 ページ

• クラスタモードでの Cisco UCS Centralのアップグレード, 60 ページ

• スタンドアロンモードからクラスタモードへ Cisco UCS Centralを変更, 61 ページ

Cisco UCS Centralのリリース 1.5 へのアップグレード
スタンドアロンモードまたはクラスタモードのいずれかでCiscoUCSCentralをアップグレードで
きます。すでにスタンドアロンモードのインストールを使用している場合でも、リリース 1.5に
アップグレードする際に、クラスタモードで環境を設定できます。クラスタセットアップをアッ

プグレードする場合は、を参照してください。クラスタモードでの Cisco UCS Centralのインス
トール, （35ページ）

ご使用のシステムが Cisco UCS Centralリリース 1.5のシステム要件を満たしていることを確認し
ます。システム要件, （21ページ）を参照してください。

重要 • Cisco UCS Centralリリース 1.5では、最低 12 GBの RAMおよび 40 GBのストレージが必
要です。VMの RAMがこの要件を満たし、disk1のサイズが 40 GBにアップグレードさ
れていることを確認します。そうしない場合、アップグレードは失敗します。

•アップグレード後、CiscoUCSCentralのHTML5UIにログインする前に、ブラウザキャッ
シュをクリアしてください。

•アップグレードが完了すると、Cisco UCSCentralは登録されているすべてのCisco UCSド
メインのインベントリデータを更新します。ドメインの数によっては、すべてのインベ

ントリを処理するまでシステムのパフォーマンスが劣化する可能性があります。
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Cisco UCS Centralリリース 1.5は、Cisco UCSManagerリリース 2.1(2)、2.1(3)、2.2(x)、3.0(x)、
および 3.1(x)をサポートします。CiscoUCSCentralをアップグレードする前に、まずCiscoUCS
Managerをサポートされているリリースバージョンのいずれかにアップグレードする必要があ
ります。最初に Cisco UCS Managerをアップグレードしないと、Cisco UCS Centralはバージョ
ンの不一致についてエラーを生成し、登録された Cisco UCSドメインはすべて、Cisco UCS
Centralからのアップデートの受信を停止します。

注意

サポートされるリリース 1.5 へのアップグレードパス

Cisco UCSCentralのリリース 1.5へのアップグレードは、次の 2つのリリースのいずれかからのみ
可能です。

• 1.3から 1.5(1a)へ

• 1.4から 1.5(1a)へ
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重要
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• Cisco UCS Centralを 1.5にアップグレードする前に、次のことを実行する必要がありま
す。

◦ Cisco UCSManagerが 2.1(2)以降であることを確認します。完全な機能サポートを保
証するために、CiscoUCSManagerを最新バージョンにアップグレードすることを推
奨します。

◦ Cisco UCS Central 1.0、1.1、または 1.2を、サポートされるCisco UCS Central 1.3パッ
チリリースのいずれかにアップグレードします。

（注） •リリース1.0および1.1については、1.3にアップグレードする前にリリー
ス 1.2にアップグレードする必要があります。

•リリース 1.0または 1.1から 1.2へのアップグレードでは、ISOアップグ
レードのみがサポートされています。

◦アップグレードプロセスを開始する前に、完全状態のバックアップが取られている
ことを確認します。

•障害の発生時に環境を再作成できるように、バックアップと復元のオプションを使用す
ることができます。アップグレードをするために、バックアップと復元を使用すること

は推奨されていません。以下は、バックアップと復元の推奨されるベストプラクティス

です。

◦ Cisco UCS Central VMが失われたというディザスタリカバリシナリオでは、完全状
態のバックアップを使用します。

◦既存の Cisco UCS Central VMのバックアップファイルから設定をインポートするた
め、設定のインポートを使用します。

◦完全状態のバックアップでは、CiscoUCSCentralでダウンロードされたファームウェ
アイメージはバックアップされません。新しい Cisco UCS Central VMを展開すると
き、また完全状態のバックアップから復元するときは、Cisco UCS Centralでもう一
度ファームウェアイメージをダウンロードしてください。完全状態の復元を行った

後、一時停止モードからCiscoUCSドメインを認識する前に、ファームウェアイメー
ジをダウンロードする必要があります。

•次のオプションは、1.5ではサポートされていません。

◦ samdb設定インポートの消去。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.0、1.1、および 1.2からのアップグレード。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.3以前からのフルステートバックアップを使用した
Cisco UCS Centralリリース 1.5の復元。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.3以前からの設定のエクスポートを使用した Cisco UCS
Centralリリース 1.5からの設定のインポート。
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Cisco UCS Centralリリース 1.5から Cisco UCS Centralリリース 1.2以前へのダウング
レード。

◦

スタンドアロンモードでの Cisco UCS Central のアップグ
レード

現在動作しているの RHELカーネルのバージョンおよびすべての Cisco UCS Centralコンポーネン
トのアップグレード手順は、次の通りです。また、すべての Cisco UCS Centralデータを保持しま
す。

はじめる前に

Cisco UCS Centralリリース 1.5の ISOイメージを取得しておく必要があります。Cisco.comからの
Cisco UCS Centralソフトウェアの入手, （25ページ）を参照してください。この手順を実行する
前に、Cisco UCS Centralデータをバックアップすることをお勧めします。

手順

ステップ 1 必要に応じて VMを再起動し、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 2 Cisco UCS Central ISOイメージを仮想 CD/DVDドライブにマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 アップグレード完了後に、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウ
ントします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMを再起動します。

クラスタモードでの Cisco UCS Central のアップグレード

重要 •クラスタの両方のノードで ISOのアップグレードを完了する必要があります。任意の順
序で両方のノードのアップグレードを実行できます。クラスタ設定は、両方のノードが

同じリリースバージョンの Cisco UCS Centralを実行している場合にのみ使用できます。

•クラスタのノードAおよびノードBの両方で次の手順1～5を確実に実行してください。
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はじめる前に

このリリースのCisco UCS Central ISOイメージを入手しておく必要があります。Cisco.comからの
Cisco UCS Centralソフトウェアの入手, （25ページ）を参照してください。この手順を実行する
前に、Cisco UCS Centralデータをバックアップすることをお勧めします。必ず共有ストレージの
接続性を確保してください。

手順

ステップ 1 ノード Aまたは Bの UCS Central VMをシャットダウンし、CD-ROMから起動するブートオプ
ションに変更します。

ステップ 2 電源を入れて、仮想 CD/DVDドライブで Cisco UCS Central ISOイメージをマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 アップグレード完了後に、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウ
ントします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMを再起動します。

ステップ 6 もう一方のノードで、ステップ 1～ 5を繰り返します。

ステップ 7 両方のノードをアップグレードしたら、HA選択が完了するまで待機し、いずれかのノードでクラ
スタ状態を確認します。
UCSC-A# show cluster state
Cluster Id: 0xYYYYYY
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE
HA READY/HA NOT READY
ノードのどちらかがプライマリとして選択され、残りがセカンダリとなります。

CiscoUCSドメインの登録状況と可用性によっては、HAステータスがアップグレード前の状態と
同じままになります。

スタンドアロンモードからクラスタモードへ Cisco UCS
Centralを変更

はじめる前に

この手順を実行する前に、Cisco UCS Centralデータをバックアップすることをお勧めします。
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手順

ステップ 1 VMを停止します。

ステップ 2 VMを起動し、VMが開始するまで待ちます。

ステップ 3 ローカル管理に接続するためのローカル管理コマンドを実行します。

a) central-lun connect local-mgmt#と入力し、Enterキーを押します。
b) UCS(local-mgmt)# enable cluster[Peer Node IP][Cluster Virtual IP]コマンドを入力し、Enterキー
を押します。
This command will enable cluster mode on this step. You cannot change it back to
stand-alone.
All system services and database will also be restarted.
Are you sure you want to continue? (yes/no)

ステップ 4 「enable cluster mode」プロンプトで、yesと入力し、Enterキーを押します。

ステップ 5 NFSサーバ IPアドレスと NFSディレクトリ絶対パスを入力します。
Enter NFS IP:
Enter NFS Directory:

ステップ 6 クラスタの状態をチェックします。ノードがプライマリに選択されたように表示されます。

ノード Bをクラスタに追加できます。ノード Bへの Cisco UCS Centralのインストール, （40ペー
ジ）を参照してください。

VMは Cisco UCS Centralのセカンダリノードをインストールする前に再起動され、プラ
イマリノードのデータベースおよびサービスは使用できません。cluster force primaryコ
マンドを実行して、プライマリノードの VMのデータベースとサービスをリカバリしま
す。

注意
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第 7 章

Cisco UCS Manager の使用

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Cisco UCS Central, 63 ページ

• Cisco UCS Manager GUIを使用して Cisco UCSドメインを登録, 65 ページ

• Cisco UCS Manager GUIを使用して Cisco UCSドメインを登録解除, 65 ページ

• Cisco UCS Manager CLIを使用して Cisco UCSドメインを登録, 66 ページ

• Cisco UCS Manager CLIを使用して Cisco UCSドメインを登録解除, 67 ページ

• Cisco UCS Centralの IPアドレスの変更, 68 ページ

• Cisco UCS Managerの IPアドレスの変更, 70 ページ

• Cisco UCS Centralインスタンスの移行, 70 ページ

Cisco UCS Cisco UCS Central
Cisco UCSCentralは、1つまたは複数のデータセンターでの複数のCisco UCSドメインの一元管理
機能を実現します。CiscoUCSCentralは、増大するCiscoUCS環境にスケーラブルな管理ソリュー
ションを提供するために Cisco UCS Managerを使用します。

Cisco UCS Centralでは、APIなどの Cisco UCSManagerのすべてのローカル管理機能を、低減また
は変更しません。これにより、Cisco UCS Centralを使用する以前と同じ方法で Cisco UCSManager
の使用を継続できます。また、既存のすべてのサードパーティ統合は変更せずに引き続き動作す

ることができます。

Cisco UCSドメインの登録

Cisco UCS Centralから Cisco UCSManagerを管理するには、Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメイ
ンを登録します。Cisco UCSドメインは、ドメイングループの一部またはグループ化されていな
いドメインとして登録できます。ドメイングループを設定すると、そのドメイングループに含ま

れる登録済みドメインのすべてが、共通のポリシーやその他の設定を共有できます。
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完全修飾ドメイン名（FQDN）または IPアドレスを使用して、Cisco UCS Centralに Cisco UCSド
メインを登録します。

Cisco UCS Centralへの初期登録プロセス中に、すべてのアクティブな Cisco UCS Manager GUI
セッションが終了します。

（注）

Cisco UCS Centralでドメインを登録する前に、次の手順を実行します

• Cisco UCS Managerと Cisco UCS Centralを確実に同期させるために、双方で NTPサーバおよ
び正しいタイムゾーンを設定します。Cisco UCSドメインおよび Cisco UCS Centralの日時が
同期していないと、登録に失敗する可能性があります。

• CiscoUCSCentralのホスト名または IPアドレスを取得します。CiscoUCSCentralとCiscoUCS
Managerの両方に対して同じホスト名を使用することはできません。スタンドアロンモード
の場合、各 VMの IPアドレスを使用します。クラスタモードでセットアップする場合は仮
想 IPアドレスを使用します。

• Cisco UCS Centralを展開したときに設定した共有秘密を取得します。

（注） • Cisco UCSドメインを登録する際は、常に Cisco UCS Centralの完全修飾ドメイン名
（FQDN）を使用することを推奨します。ドメインが FQDNで登録されていれば、Cisco
UCS Centralの IPアドレスに変更があっても、その変更はドメインには透過的です。

•ドメイン名を使用して Cisco UCSドメインを登録する場合は、Cisco UCSManagerによっ
て別の IPアドレスに正常に移行できます。

IPアドレスを使用して Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録する場合は、Cisco
UCS Managerによって使用される IPアドレスを変更することはできません。IPアドレス
の変更が必要な場合は、Cisco TACにお問い合わせください。

• Cisco UCS Centralを RHEL 7.2 KVMに展開していて、Cisco UCSドメインを初めて登録す
る場合は、set regenerate yesコマンドを使用して、証明書を再生成する必要があります。

•登録された Cisco UCSドメインで Cisco UCS Centralからのラウンドトリップが 300ミリ
秒以上遅延する場合、Cisco UCSドメインのパフォーマンスに影響する可能性がありま
す。

• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除すると、グローバルサービスプ
ロファイルは Cisco UCS Managerのローカルサービスプロファイルになります。

Cisco UCS Centralの IPアドレスの変更の詳細については、Cisco UCS Centralの IPアドレ
スの変更, （68ページ）を参照してください。
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Cisco UCS Centralに登録する前に、Cisco UCS Managerをリリース 2.1(2)以降にアップグレー
ドする必要があります。それよりも前のバージョンの Cisco UCS Managerを登録しようとして
も、登録は失敗します。

警告

Cisco UCS Manager GUI を使用して Cisco UCS ドメインを
登録

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次を実行します。
a) [Hostname/IP Address]フィールドに、ホスト名または IPアドレスを入力します。

IPアドレスではなく、ホスト名を使用することをお勧めします。ホスト名を使用するには、
DNSサーバを設定する必要があります。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されて
いない場合や、DNS管理がローカルに設定されている場合、CiscoUCSManagerでDNSサーバ
を設定します。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合や、DNS管理が
グローバルに設定されている場合、Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

b) [Shared Secret]フィールドに、共有秘密またはパスワードを入力します。

ステップ 6 [Policy Resolution Control]領域で、Cisco UCS Centralからポリシーまたは設定を管理する場合は
[Global]をクリックし、Cisco UCSManagerからポリシーまたは設定を管理する場合は [Local]をク
リックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUI を使用して Cisco UCS ドメインを
登録解除

本稼働システムに登録された Cisco UCSドメインの登録を解除する場合は、シスコテクニカ
ルサポートにお問い合わせください。

注意
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Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除する場合。

• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインのサービスプロファイル、ポリシー、およびその
他の設定を管理することはできなくなります。

•すべてのグローバルサービスプロファイルとポリシーはローカルになり、ローカルエンティ
ティとして機能し続けます。ドメインを再登録しても、サービスプロファイルおよびポリ

シーはローカルのままです。

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerの [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブで、[All] > [Communication Management]を展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Unregister With UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager CLI を使用して Cisco UCS ドメインを登
録

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

Cisco UCSドメインを Cisco UCS Centralに登録するため
に必要なポリシーを作成します。

UCS-A/system # create
control-ep policy
ucs-central

ステップ 2   

ucs-centralはCiscoUCSCentralが展開されている仮想マシ
ンのホスト名または IPアドレスにすることができます。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

IPアドレスではなく、ホスト名を使用すること
をお勧めします。ホスト名を使用するには、DNS
サーバを設定する必要があります。Cisco UCS
ドメインが Cisco UCS Centralに登録されていな
い場合や、DNS管理がローカルに設定されてい
る場合、Cisco UCS Managerで DNSサーバを設
定します。Cisco UCSドメインが Cisco UCS
Centralに登録されている場合や、DNS管理がグ
ローバルに設定されている場合、Cisco UCS
Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

Cisco UCS Centralを導入したときに設定された共有秘密
（またはパスワード）を入力します。

Shared Secret for
Registration: shared-secret

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A/system/control-ep
# commit-buffer

ステップ 4   

次に、Cisco UCSドメインを FQDNを使用して Cisco UCS Centralシステムに登録し、トランザク
ションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # create control-ep policy UCSCentral.MyCompany.com
Shared Secret for Registration: S3cretW0rd!
UCS-A /system/control-ep* # commit-buffer
UCS-A /system/control-ep #

Cisco UCS Manager CLI を使用して Cisco UCS ドメインを登
録解除

本稼働システムに登録された Cisco UCSドメインの登録を解除する場合は、シスコテクニカ
ルサポートにお問い合わせください。

注意

Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除する場合。

• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインのサービスプロファイル、ポリシー、およびその
他の設定を管理することはできなくなります。

•すべてのグローバルサービスプロファイルとポリシーはローカルになり、ローカルエンティ
ティとして機能し続けます。ドメインを再登録しても、サービスプロファイルおよびポリ

シーはローカルのままです。
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手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A# scope systemステップ 1   

ポリシーを削除し、Cisco UCS Centralから
Cisco UCSドメインを登録解除します。

UCS-A/system # delete control-ep
policy

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A/system # commit-bufferステップ 3   

次に、Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインの登録を解除し、トランザクションをコミット
する例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A /system # delete control-ep policy
UCS-A /system* # commit-buffer
UCS-A /system #

Cisco UCS Central の IP アドレスの変更
Cisco UCSドメインを登録する際は、常にCisco UCSCentralの完全修飾ドメイン名（FQDN）を使
用することを推奨します。ドメインが FQDNで登録されていれば、Cisco UCS Centralの IPアドレ
スに変更があっても、その変更はドメインには透過的です。Cisco UCS Centralの IPアドレスの変
更は、Cisco UCSCentralに完全修飾ドメイン名（FQDN）がある場合、およびCisco UCSドメイン
が Cisco UCS Centralドメイン名を使用して登録されている場合にのみサポートされます。

Cisco UCS Centralの IPアドレスの変更は、Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralの IPアド
レスを使用して登録されている場合はサポートされません。

（注）
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手順

ステップ 1 ホスト名に対応する DNSサーバから既存の Cisco UCS Central IPアドレスを削除し、新しい IPア
ドレスと Cisco UCS Centralホスト名を入力します。

ステップ 2 仮想インフラストラクチャ管理プラットフォーム（VMware vCenterなど）で、新しいサブネット
を指すように仮想ネットワークインターフェイス（VIF）を変更します。

ステップ 3 Cisco UCS Central VMコンソールで、ネットワークインターフェイスの IPアドレスを変更しま
す。

ステップ 4 GUIからホスト名を使用して Cisco UCS Centralを起動します。Cisco UCS Central GUIにアクセス
できない場合は、Cisco UCS Central CLIから pmonコマンドを再起動します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIで Cisco UCS Central登録ステータスを確認します。

ステップ 6 高可用性の設定では、ノードと仮想 IPの両方の IPアドレスは次の例に示すように、プライマリ
ノードでのみ変更できます。

以下に、ネットワークインターフェイスのスタンドアロンセットアップの場合の例を示します。

Changing IP for a UCS Central system in Standalone mode:

UCSC # scope network-interface a
UCSC/network-interface # set net ip 10.10.10.2 gw 10.10.10.1 netmask 255.255.255.0
Warning: When committed, this change may disconnect the current CLI session
UCSC/network-interface* # commit-buffer
UCSC/(local-mgmt)# pmon restart
Shutting down pmon: [ OK ]
Starting pmon: [ OK ]

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––

Changing node IP for a UCS Central system in High-Availability mode:

UCSC # scope network-interface a
UCSC/network-interface # set net ip 10.10.10.2 gw 10.10.10.1 netmask 255.255.255.0
Warning: When committed, this change may disconnect the current CLI session
UCSC/network-interface* # commit-buffer
UCSC # scope network-interface b
UCSC/network-interface # set net ip 10.10.10.2 gw 10.10.10.1 netmask 255.255.255.0
Warning: When committed, this change may disconnect the current CLI session
UCSC/network-interface* # commit-buffer
UCSC/(local-mgmt)# pmon restart
Shutting down pmon: [ OK ]
Starting pmon: [ OK ]

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––--
Changing virtual IP for a UCS Central system in High-Availability mode

UCSC# scope system
UCSC/system # set virtual-ip

a.b.c.d System IP Address
ipv6 System IPv6 Address

UCSC/system # set virtual-ip 10.106.227.206
UCSC/system*# commit buffer
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Cisco UCS Manager の IP アドレスの変更
Cisco UCSドメインが IPアドレスを使用して Cisco UCS Centralに登録されている場合は、Cisco
UCS Manager IPアドレスを変更することができます。次の手順で、Cisco UCS Manager IPアドレ
スを変更します。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトが新しいサブネットに接続していることを確認します。

手順

ステップ 1 ホスト名に対応する DNSサーバから既存の Cisco UCS Manager IPアドレスを削除し、新しい IP
アドレスおよび同じ Cisco UCS Managerホスト名を入力します。

ステップ 2 プライマリ FIコンソールで、次のコマンドを実行します。

例：

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # set out-of-band ip 10.193.190.61 netmask 255.255.255.0 gw
10.193.190.1
UCS-A /fabric-interconnect* # scope fabric-interconnect b
UCS-A /fabric-interconnect* # set out-of-band ip 10.193.190.62 netmask 255.255.255.0 gw
10.193.190.1
UCS-A /fabric-interconnect* # scope system
UCS-A /system* # set virtual-ip 10.193.190.60
UCS-A /system* # commit-buffer

ステップ 3 上記のコマンドを実行した後、ホスト名を使用して Cisco UCS Managerを起動し、登録ステータ
スが変更されていないことを確認します。

ステップ 4 Cisco UCS Central CLIの service-regで、show clientsコマンドが UCSドメインの新しい IPアドレ
スを指していることを確認します。

ステップ 5 （オプション）IPアドレスが変更されているかどうかを確認するために、Cisco UCS Centralから
Cisco UCS Manager GUIを起動し、UIの新しい IPアドレスが更新されていることを確認します。
CiscoUCSCentral GUIからいずれかのグローバルサービスプロファイルラベルを更新して追加の
確認を行い、更新されたラベルがCiscoUCSManagerにプッシュされていることを確認できます。
新しいグローバルサービスプロファイルまたはポリシーを作成し、それを Cisco UCS Managerに
プッシュして、UIの新しい IPアドレスが更新されていることを確認することもできます。

Cisco UCS Central インスタンスの移行
データセンターの移行やディザスタリカバリのユースケースをサポートするために、Cisco UCS
Centralインスタンスを移行することができます。Cisco UCS Centralインスタンスに正常を移行す
るには、次の要件を満たしている必要があります。
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• Cisco UCS Centralの完全修飾ドメイン名（FQDN）があること。Cisco UCS Centralインスタ
ンスを移行する場合、インスタンスの FQDN（ホスト名）は同じままに維持しなければなり
ません。

•移行後の Cisco UCS Centralインタンスからも、登録されているすべての Cisco UCS Manager
インスタンスに登録時と同じ方法（ドメインホスト名または IPアドレス）で到達できなけ
ればなりません。

Cisco UCS Centralは移行時の Cisco UCS Centralの IPアドレスの変更をサポートします。（注）
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